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(57)【要約】
【課題】医療技術デバイスを提供する。
【解決手段】本発明の医療技術は、人間や動物の身体と
係合するようになっており、デバイスの内部摩擦に露呈
された自己潤滑エレメントを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人間や動物の身体と係合するようになった医療技術デバイスにおいて、
　デバイスの内部摩擦に露呈された自己潤滑エレメントを含む、デバイス。
【請求項２】
　請求項１に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメント自体が、人間や動物の身体と係合するようになっており、前記
身体と接触する、デバイス。
【請求項３】
　請求項２に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントの少なくとも一つの表面にプラズマ処理を施した、デバイス。
【請求項４】
　請求項３に記載のデバイスにおいて、
　前記プラズマ処理を施した表面にプラズマコーティングを施した、デバイス。
【請求項５】
　請求項４に記載のデバイスにおいて、
　前記プラズマコーティングを施した表面を、シロキサン、フルオロカーボン、ＰＴＦＥ
、ｅＰＴＦＥ、及び／又はポリウレタンでコーティングした、デバイス。
【請求項６】
　請求項１乃至５のうちのいずれか一項に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントの少なくとも一つの表面に、紫外線照射又はシリケート化によ
って表面処理を施したことを特徴とする、デバイス。
【請求項７】
　請求項１乃至６のうちのいずれか一項に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントは、セラミックコーティング、アクリルコーティング、及び／
又はアリルコーティングを有することを特徴とする、デバイス。
【請求項８】
　請求項１乃至７のうちのいずれか一項に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントは、シリコーンゴムを含む、デバイス。
【請求項９】
　請求項１乃至８のうちのいずれか一項に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントは、グラファイト、窒化物、フルオロカーボン、ＭｏＳ２、Ｗ
Ｓ２、タルカム、シリコーンオイル、ポリシラザン、ポリシロキサン、ＰＴＦＥ、ｅＰＴ
ＦＥ、ゼラチン、寒天、セルロース、又は多糖類及び蛋白質の組み合わせからなる群から
選択された材料を含む表面層を有する、デバイス。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のうちのいずれか一項に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントの前記表面は親水性である、デバイス。
【請求項１１】
　請求項１乃至９のうちのいずれか一項に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントの前記表面は疎水性である、デバイス。
【請求項１２】
　請求項１に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントの少なくとも一つの表面は、潤滑剤が入ったキャビティを含む
、デバイス。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のデバイスにおいて、
　前記キャビティは、レーザーエングレービングによって形成できる、デバイス。
【請求項１４】
　請求項１２又は１３に記載のデバイスにおいて、
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　前記キャビティの上にプラズマコーティングを形成した、デバイス。
【請求項１５】
　請求項１２、１３、又は１４に記載のデバイスにおいて、
　前記キャビティは、放出された潤滑剤が、他の領域よりも高い摩擦に露呈された前記自
己潤滑エレメントの領域に供給されるようになっている、デバイス。
【請求項１６】
　請求項１２乃至１５のうちのいずれか一項に記載のデバイスにおいて、
　前記キャビティは、前記自己潤滑エレメントの二つの向き合った部分が重なったとき、
夫々のキャビティ部分が係合できないようになっている、デバイス。
【請求項１７】
　請求項１に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントは、少なくとも一つの基材層、前記基材の一方の面又は両方の
面に配置された潤滑剤用の一つのリザーバ層、及び一つ又は二つの外部有孔層を含む層状
構造を有する、デバイス。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のデバイスにおいて、
　前記基材層は、前記潤滑剤に対して実質的に不透過性である、デバイス。
【請求項１９】
　請求項１７又は１８に記載のデバイスにおいて、
　前記リザーバ層は、潤滑剤が固体形態で潤滑剤層として提供されるように形成されてい
る、デバイス。
【請求項２０】
　請求項１７又は１８に記載のデバイスにおいて、
　前記リザーバ層は、毛管作用を持つ材料で形成されている、デバイス。
【請求項２１】
　請求項１に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントは、潤滑剤がほぼ均等に拡げられた材料で形成されている、デ
バイス。
【請求項２２】
　請求項２１に記載のデバイスにおいて、
　潤滑剤と材料との間に不適合性があり、そのため潤滑剤及び材料の分離が徐々に生じる
、デバイス。
【請求項２３】
　請求項２１又は２２に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントは多孔質である、デバイス。
【請求項２４】
　請求項２０乃至２３のうちのいずれか一項
　潤滑剤の前記温度－粘度特性は、１０℃乃至４３℃の温度範囲内で不連続である、デバ
イス。
【請求項２５】
　請求項１乃至２４のうちのいずれか一項に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントはチューブ状である、デバイス。
【請求項２６】
　請求項１乃至２４のうちのいずれか一項に記載のデバイスを含む内視鏡デバイスにおい
て、
　前記自己潤滑エレメントは、外翻チューブとして形成されている、内視鏡デバイス。
【請求項２７】
　請求項１乃至２３のうちのいずれか一項に記載のデバイスの使用であって、内視鏡検査
における外翻チューブ及び／又は内視鏡のシャフトのカバーとしての使用。
【請求項２８】
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　人間や動物の身体と係合するようになった、自己潤滑エレメントを持つ医療技術デバイ
スの製造方法において、
　自己潤滑性でないエレメントを、このエレメントが自己潤滑性になるように変化させる
工程を含む、方法。
【請求項２９】
　人間や動物の身体と係合するようになった医療技術デバイスにおいて、
　前記デバイスの内部摩擦に露呈された自己潤滑エレメントを含む、デバイス。
【請求項３０】
　請求項２８に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑デバイス自体が、人間や動物の身体と係合するようになっており、前記身
体と接触する、デバイス。
【請求項３１】
　請求項２９に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントの少なくとも一方の表面にプラズマ処理を施した、ことを特徴
とするデバイス。
【請求項３２】
　請求項２８に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントの少なくとも一つの表面を、シロキサン、フルオロカーボン、
ＰＴＦＥ、ｅＰＴＦＥ、及び／又はポリウレタンでコーティングした、デバイス。
【請求項３３】
　請求項２８に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントはシリコーンゴムを含む、デバイス。
【請求項３４】
　請求項２８に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントの表面は親水性である、デバイス。
【請求項３５】
　請求項２８に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントの表面は疎水性である、デバイス。
【請求項３６】
　人間や動物の身体と係合するようになった医療技術デバイスにおいて、
　前記デバイスの内部摩擦に露呈された、自己潤滑外翻チューブを含む、デバイス。
【請求項３７】
　請求項３４に記載のデバイスにおいて、
　前記外翻チューブ自体が人間や動物の身体と係合するようになっており、前記身体と接
触する、デバイス。
【請求項３８】
　請求項３４に記載のデバイスにおいて、
　前記外翻チューブの少なくとも一つの表面に、シロキサン、フルオロカーボン、ＰＴＦ
Ｅ、ｅＰＴＦＥ、及び／又はポリウレタンでコーティングした、デバイス。
【請求項３９】
　請求項３４に記載のデバイスにおいて、
　前記外翻チューブはシリコーンゴムを含む、デバイス。
【請求項４０】
　人間や動物の身体と係合するようになった医療技術デバイスであって、外翻チューブが
前記デバイス内の内部摩擦に露呈されたデバイスにおいて、
　前記外翻チューブ自体が人間や動物の身体と係合するようになっており、前記身体と接
触し、
　前記外翻チューブの少なくとも一つの表面が、シロキサン、フルオロカーボン、ＰＴＦ
Ｅ、ｅＰＴＦＥ、及び／又はポリウレタンでコーティングしてある、デバイス。
【請求項４１】
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　人間や動物の身体と係合するようになった医療技術デバイスであって、外翻チューブが
前記デバイス内の内部摩擦に露呈されたデバイスにおいて、
　前記外翻チューブ自体が人間や動物の身体と係合するようになっており、前記身体と接
触し、
　前記外翻チューブの少なくとも一つの表面が、シロキサン、フルオロカーボン、ＰＴＦ
Ｅ、ｅＰＴＦＥ、及び／又はポリウレタンでコーティングしてあり、
　前記外翻チューブはシリコーン製である、デバイス。
【請求項４２】
　外翻チューブを含む内視鏡デバイスであって、前記外翻チューブはデバイス内の内部摩
擦に露呈される、デバイスにおいて、
　前記外翻チューブ自体が人間や動物の身体と係合するようになっており、前記身体と接
触し、
　前記外翻チューブの少なくとも一つの表面が、シロキサン、フルオロカーボン、ＰＴＦ
Ｅ、ｅＰＴＦＥ、及び／又はポリウレタンでコーティングしてあり、
　前記外翻チューブはシリコーン製である、デバイス。
【請求項４３】
　人間や動物の身体と係合するようになった、自己潤滑エレメントを含む医療技術デバイ
スを製造する方法において、
　自己潤滑性でないエレメントを自己潤滑性となるように変化する工程を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、人間や動物の身体と係合するようになった医療技術(medico-technical)デバ
イスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　人間や動物の身体と係合するようになった医療技術デバイスは、マニホールドである。
このようなデバイスの例には、例えば、内視鏡、カテーテル、ニードル、等が含まれる。
【０００３】
　内視鏡デバイス並びに医療用内視鏡を体腔に挿入するためのデバイスは、例えば公開さ
れているドイツ国特許出願第ＤＥ－Ａ－３９　２５　４８４号に記載されている。ここに
記載されたデバイスにより、もはや、検査されるべき身体に内視鏡を押し込まなくてもよ
く、内視鏡をそれ自体で移動できる。この目的のため、内視鏡には、挿入を比較的簡単に
手早く行うことができる自己推進性が備わっている。
【０００４】
　この種の自己推進性のため、いわゆる外翻チューブを使用し、この外翻チューブに内視
鏡のシャフトを挿入してもよい。内視鏡の推進時に様々な相対的移動が生じる。一方では
、互いに滑動接触した内視鏡のシャフトと外翻チューブとの間で相対的移動が生じる。他
方では、巻き付けてない外翻チューブの内側区分と外側区分との間でも相対的移動が生じ
る。
【０００５】
　夫々の滑動マニホールドの発生を減少するため、外部から供給した潤滑剤を使用するこ
とが、欧州特許第ＥＰ－Ａ－０　８７３　７６１号で提案されている。図１及び図２は、
欧州特許第ＥＰ－Ａ－０　８７３　７６１号に記載された内視鏡デバイスの例を示す。両
方の場合において、潤滑剤を、一方では内視鏡シャフト１と外翻チューブ２との間に供給
し、他方では二つの重なった外翻チューブ区分間に供給する。この潤滑剤は、外部リザー
バ３及び４に貯蔵されており、使用中に圧送される。
【特許文献１】ドイツ国特許出願第ＤＥ－Ａ－３９　２５　４８４号
【特許文献２】欧州特許第ＥＰ－Ａ－０　８７３　７６１号
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、改良医療技術デバイス、詳細には改良内視鏡デバイスを提供すること
である。達成しようとする特定の改良は、詳細には、構造が簡単であるが、経済的な効率
が高く、デバイスを使用する人に良好に受け入れられ、そして医療技術デバイスで生じる
摩擦力を低減する医療技術デバイスである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明によれば、この目的は、人間や動物の身体と係合するようになった医療技術デバ
イスであって、デバイスの内部摩擦に露呈された自己潤滑エレメントを含むデバイスによ
って達成される。
【０００８】
　好ましい実施例では、自己潤滑エレメント自体が、人間や動物の身体と係合するように
なっており、身体と接触する。
【０００９】
　更に好ましくは、自己潤滑エレメントの少なくとも一つの表面にプラズマ処理を施す。
更に好ましくは、プラズマ処理を施した表面にプラズマコーティングを施す。
【００１０】
　有利には、プラズマコーティングを施した表面は、シロキサン、フルオロカーボン、Ｐ
ＴＦＥ、ｅＰＴＦＥ、及び／又はポリウレタンでコーティングしてある。
【００１１】
　有利には、自己潤滑エレメントの少なくとも一つの表面には、好ましくは、例えば、紫
外線照射又はシリケート化によって表面処理を施す。
【００１２】
　本発明による自己潤滑エレメントは、好ましくは、セラミックコーティング、アクリル
コーティング、及び／又はアリルコーティングを備えている。
【００１３】
　更に、自己潤滑エレメントはシリコーンゴムを含むのが有利であり且つ好ましい。更に
好ましくは、シリコーンゴムのみからなる。
【００１４】
　更に、自己潤滑エレメントは、グラファイト、窒化物、フルオロカーボン、ＭｏＳ２、
ＷＳ２、タルカム、シリコーンオイル、ポリシラザン、ポリシロキサン、ＰＴＦＥ、ｅＰ
ＴＦＥ、ゼラチン、寒天、セルロース、多糖類及び蛋白質の組み合わせ、又はシリコーン
オイル、例えば親水性シリコーンオイル又は疎水性シリコーンオイルからなる群から選択
された材料を含む表面層を備えていてもよい。
【００１５】
　好ましい形体では、自己潤滑エレメントの表面は親水性である。別の好ましい形体では
、自己潤滑エレメントの表面は疎水性である。水に関し、親水性表面の接触角度は９０°
よりも小さく、他方、疎水性表面の接触角度は９０°又はそれ以上である。接触角度とい
う用語は、固体の表面（表面）に関する三相点（固相－液相－気相）の降下輪郭(drop co
ntour)の接線が形成する角度を意味し、かくして、様々な相による表面又は界面の湿潤性
についての計測値を提供する。接触角度が大きければ大きい程、湿潤性が低下する。
【００１６】
　本発明の別の実施例では、自己潤滑エレメントの少なくとも一つの表面には、潤滑剤が
入ったキャビティが設けられている。これに関し、プロファイルは、レーザーエングレー
ビング（レーザー研削）によって形成できる。
【００１７】
　キャビティ上にプラズマコーティングを形成するのが好ましい。
【００１８】
　更に、キャビティは、好ましくは、放出された潤滑剤が、他の領域よりも高い摩擦に露
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呈された自己潤滑エレメントの領域に供給されるようになっている。
【００１９】
　特に好ましくは、キャビティは、自己潤滑エレメントの二つの向き合った区分が重なっ
たとき、夫々のキャビティ区分が係合できないようになっている。
【００２０】
　本発明の別の実施例では、自己潤滑エレメントは、少なくとも一つの基材層、基材の一
方の面又は両方の面に配置された潤滑剤用の一つのリザーバ層、及び一つ又は二つの外部
有孔層を含む層状構造を有する。
【００２１】
　基材層に関し、潤滑剤に対して実質的に不透過性であるのが好ましい。リザーバ層に関
し、潤滑剤が固体形態で潤滑剤層として提供されるように形成されているのが好ましい。
更に、リザーバ層は、好ましくは、毛管作用を持つ材料で形成されている。
【００２２】
　本発明の別の実施例では、自己潤滑エレメントは、潤滑剤がほぼ均等に拡げられた材料
で形成されている。更に好ましくは、潤滑剤と材料との間に不適合性があり、そのため潤
滑剤及び材料の分離が徐々に生じる。
【００２３】
　更に、自己潤滑エレメントは多孔質であるのが好ましい。
【００２４】
　潤滑剤に関し、潤滑剤の温度－粘度特性は、１０℃乃至４３℃の温度範囲内で不連続で
あるのが好ましく、そして有利である。
【００２５】
　以上とは別に本発明は、上文中に説明した及び以下に説明する実施例のうちの任意の一
つによる医療技術デバイスにおいて、自己潤滑エレメントがチューブ状である、デバイス
を提供する。
【００２６】
　更に、本発明は、上文中に説明した及び以下に説明する実施例のうちの任意の一つによ
るデバイスを含む内視鏡装置において、自己潤滑エレメントが外翻チューブの形態である
、内視鏡デバイスを提供する。
【００２７】
　更に、本発明は、上文中に説明した及び以下に説明する実施例のうちの任意の一つによ
るデバイスの使用であって、内視鏡検査における外翻チューブ及び／又は内視鏡のシャフ
トのカバー（又は内視鏡のシャフト）としての使用を提供する。
【００２８】
　本発明によれば、更に、人間や動物の身体と係合するようになった、自己潤滑エレメン
トを持つ医療技術デバイスの製造方法において、自己潤滑性でないエレメントを、このエ
レメントが自己潤滑性になるように変化させる工程を含む、方法が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　本発明は、人間や動物の身体と係合するようになった医療技術デバイスを提供する。こ
の医療技術デバイスは、デバイスの内部摩擦に対して露呈された自己潤滑エレメントを備
えている。
【００３０】
　本発明による自己潤滑エレメントは、外部から潤滑剤を供給しなくても潤滑効果を発揮
できるエレメントである。潤滑効果というのは、特に、自己潤滑エレメントと対応するエ
レメントとの間の摩擦中の、並びに自己潤滑エレメントの異なる区分間の摩擦中の、摩擦
係数の低減であるということは理解されよう。
【００３１】
　自己潤滑特性により、内部摩擦を大幅に低減できる。特に、自己潤滑エレメントの異な
る区分間の、及び一方では自己潤滑エレメントと、他方では医療－技術デバイスとの間の
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摩擦を大幅に低減できる。
【００３２】
　更に、外部から潤滑剤を供給する場合とは対照的に、デバイスの構造は簡単であり、医
療－技術デバイスの取り扱いが大幅に改善される。更に、デバイスのエレメント自体の自
己潤滑特性により、デバイスを、製造が容易で安価な使い捨て物品として設計できる。更
に、潤滑剤の消費が減少し、これにより更なる経済的利点が得られる。
【００３３】
　更に、検査されている人間や動物の身体に潤滑剤がくっついてしまうという従来技術で
起った現象を、本発明によるデバイスにより、ほとんど又は全くなくすことができる。
【００３４】
　特に、加硫していない又は加硫したシリコーンゴム、ＰＴＦＥ、ｅＰＴＦＥ、及びポリ
ウレタンが、自己潤滑エレメント用の特に良好な材料であると考えられる。これは、これ
らの材料が良好に作用し、それ自体が自己潤滑特性を備えており、衝撃強度や曲げ挙動等
の非常に良好な機械的特性を備えているためである。これらの機械的特性は、自己潤滑エ
レメントをチューブとして、特に外翻チューブとして使用する場合に適切に補償される。
前記材料は、別の材料と混合してもよい。
【００３５】
　本発明の好ましい実施例によれば、自己潤滑エレメントの大部分を形成する材料には、
シリコーンゴム、天然ゴム、及び（コ）ポリマーゴムからなる群から選択された一つ又は
それ以上のゴムが含まれる。
【００３６】
　適当な（コ）ポリマーゴムは、少なくとも一つの、通常は二つの、三つの、又はそれ以
上の様々なモノマーを含むコポリマーから形成したゴムである。
【００３７】
　更に、本発明のゴムコンパウンドは、適当な軟化剤、充填剤、及び／又は発泡剤、等を
含有していてもよい。
【００３８】
　本発明によるゴムエレメントの基本的物質としてシリコーンゴムを特に有利に使用でき
、従って好ましい。
【００３９】
　シリコーンゴムを使用する場合、ゴムエレメントは、上述の添加剤の他に疎水剤を含有
していてもよい。これらの疎水剤は、水の吸収を阻止し、その結果、吸収された水は、鎖
エレメントを分離し、及びかくしてシリコーンゴムを望ましからぬように変化させてしま
う。
【００４０】
　例えば、シラノール及び／又はポリアルキルジシラザンを含むシリコーンコンパウンド
を疎水剤として使用してもよい。
【００４１】
　この他の添加剤として、ロジウム及び／又はプラチナ触媒を、及び適当な場合には一つ
又はそれ以上の抑制剤を追加に加えてもよい。添加剤による加硫について、特にプラチナ
触媒、例えばビニルシロキサンを配位子として含有するＰｔ（０）錯体が適している。
【００４２】
　可能な抑制剤として、特に、例えば２－メチルブチノール、エシニルシクロヘキサノー
ル、テトラメチルテトラビニルシクロテトラシロキサン、又はテトラメチルジビニルジシ
ロキサン等のアセチレニック・アルコールを挙げることができる。
【００４３】
　シリコーンゴムがペルオキシドにより加硫される場合には、例えばジクミルペルオキシ
ド、１，４－ビス（ｔ－ブチルペロキソ）－１，４－ジメチルヘキサン、２，４－ジクロ
ロベンゾイルペルオキシド、及び４－メチルベンゾイルペルオキシド等のアルキル過酸化
物又はアリル過酸化物を触媒の代わりに加えてもよい。
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【００４４】
　更に、医療技術の用途について、ハロゲンを含有する、特に弗素を含有するポリオレフ
ィンが適している。これは、これらが、多くの場合、不活性であり、従って、身体に対す
る適合性が非常に優れているためである。不活性であり且つ生体親和性であり、容易に入
手できるため、通常のＰＴＦＥ又は発泡形態のＰＴＦＥ（ｅＰＴＦＥ）のいずれかとして
のＰＴＦＥが最も好ましい。
【００４５】
　有利には、未処理のエレメントを、その自己潤滑性を形成し及び／又は強化するように
表面処理することによって、自己潤滑エレメントを得ることができる。表面処理を行うた
めの適当な方法は、例えば、シリケート化、紫外線照射、オゾン処理、光ラッカー技術又
はスクリーン印刷技術によるテキスチャー加工、及びコロナ処理である。
【００４６】
　注文に応じて別の層を形成することもできる。これは、例えば、遠心コーティング、浸
漬コーティング、又はスプレーコーティングを行い、適用した溶液の電子やγ線による重
合、光結合によるグラフト重合、セラミックコーティング、アクリレートコーティング、
又はアリルコーティングによって行われる。表面処理を行うためにコーティングを付ける
ための適当な方法は、とりわけ、本明細書では、スパッタリング、ＰＶＤ（物理的蒸着法
）、ＣＶＤ（化学的蒸着法）、並びに粉体コーティング法である。
【００４７】
　別の方法として、プラズマ処理に言及しなければならない。この方法は、例えば、処理
がなされるべき材料に応じて、表面処理の様々な可能性を提供し、特に良好な自己潤滑性
を提供する。更に、プラズマ処理は、経済的に非常に興味深い方法である。これは、多数
のユニットを低価格で比較的短時間に製造できるためである。
【００４８】
　プラズマは、同数の正の電荷及び負の電荷を含むイオン化したガスであると理解される
べきである。代表的に使用されるガスは、特に、加工物の表面のクリーニングを行うこと
ができるエッチングガスである０２及びＦ２、アルゴン等の不活性ガス並びに紫外線の作
用による加硫並びにフラグメンティング(fragmenting) 及び繰り返し分離を行うことがで
きる水素、表面の機能化及びかくして活性化を行うことができるＮＨ３、Ｎ２、ＳＯ２、
空気、及び水、分離によってプラズマポリマー層を形成できる有機化合物ガス及び金属有
機化合物ガス、並びにハロゲンガス、及び以上のガスの混合物である。
【００４９】
　上述のガス全てによって、ラジカル位置を形成できる。これによって、後加硫、後酸化
、及び最終製品でポリマー層として現れる機能的モノマーによるグラフト等の別の処理を
行うことができる。
【００５０】
　処理を施した表面の極めて特殊な機能化を、使用されるガスを選択することによって行
うことができる。例えば、０２によって＝ＯＨ基を導入でき、Ｈ２Ｏ、Ｈ２／Ｏ２、又は
Ｏ２によってＯＨ基を導入でき、Ｈ２Ｏ、Ｈ２／Ｏ２、又はＣＯ２／Ｈ２によってＣＯＯ
Ｈ基を導入でき、ＣＦ４、ＳＦ６、ＢＦ３、ＸｅＦ６、ＳＯＦ２、ＮＦ３、又はＳｉＦ４

によってＦ基を導入でき、ＣＣｌ４又はＢＣｌ３によってＣｌ基を導入でき、ＮＨ３、Ｎ

２Ｈ４、又はＮ２／Ｈ２によってＮＨ２基を導入でき、Ｈ２Ｓ、Ｈ２／Ｓ８、又はＣＳ２

によってＳＨ基を導入できる。
【００５１】
　これらのガスは、高周波を適用することによって、これらのガスの夫々のプラズマに変
換できる。これらのプラズマは、通常は、電子、ラジカル、イオン、紫外線を含み、使用
されるガスに応じて複数の様々な励起粒子を含む。
【００５２】
　本発明では、表面処理中、低圧プラズマを使用する。とりわけ、圧力が１Ｐａ乃至１０
００Ｐａの低圧プラズマを使用する。これは、化学的に極めて反応性が高いプラズマを表
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面処理に活用するのを容易にする。例えばグロー放電によってプラズマに点火するための
適当な容量は、好ましくは、１０Ｗ乃至５０００Ｗである。代表的な処理時間は、数秒乃
至数分である。
【００５３】
　実際の表面処理は、プラズマゾーン内で、プラズマゾーンの外で直接的に行うことがで
き（いわゆる「遠隔法」）、又は最初はプラズマゾーンで活性化し、次いでグラフト反応
を行うことができる。更に、処理が施されるべきエレメントを反応溶液で、特にポリマー
溶液で、例えば浸漬によってコーティングした後、プラズマゾーン内で定着工程を行うこ
ともできる。
【００５４】
　エレメントの表面を様々な方法でプラズマ処理することによって変更してもよい。第１
の変形例は、エッチングによる除去によってクリーニング及び殺菌を行うことを含む。こ
のエッチング作業中、表面の湿潤性が変化し、特に表面の粗さが増大する。具体的に述べ
ると、材料を除去することによって、表面の微小な粗さが増大する。即ち、凹凸のある粗
いテキスチャーが形成される。波の山から波の谷まで計測した凹凸の平均深さは、好まし
くは、１ｎｍ乃至２５００ｎｍであり、更に好ましくは、１ｎｍ乃至１５００ｎｍであり
、最も好ましくは、１ｎｍ乃至１０００ｎｍである。従って、これは、プラズマ予備処理
即ちプラズマ活性化であり、これに続き、本発明の自己潤滑エレメントを最終的に得るた
め、別の工程が行われる。特にシリコーンゴム製の本発明による自己潤滑エレメントは、
最初にプラズマ活性化に通したときに良好な自己潤滑性を示すことがわかる。
【００５５】
　形成された微小な粗さにより、物質又は層を更に適用するのが大幅に容易になり、特に
本発明に従って潤滑剤を更に適用するのが大幅に容易になる。好ましい実施例では、シリ
コーンオイル、特に親水性シリコーンオイルを適用し、これを、続いて行われる第２プラ
ズマ法で、予備処理した表面上に定着する。適用したシリコーンオイル層の厚さは、好ま
しくは、０．１ｎｍ乃至１ｎｍの範囲内にある。
【００５６】
　第２の変形例は、ラジカル位置を形成することである。二次反応は、前記ラジカル位置
の形成によって、例えば、適用された特にポリマー物質を更に加硫することによって開始
できる。このようにして、ポリマーネットワークを更に稠密に形成できる。これは、全体
として、結果的に形成された表面の潤滑性を改善する。
【００５７】
　この効果は、ラジカル位置が、続いて行われるグラフト反応の開始点である場合に更に
向上する。好ましくは、自己潤滑エレメントの基本的材料（例えばシリコーンゴム又はＰ
ＴＦＥ）とは異なるポリマー物質を、処理が既に施してある表面上でグラフト重合する。
このようにして、例えばビニルピロリジン、ビニルイミダゾール、ポリエチレンオキシド
及びポリプロピレンオキシドのエトキサイド（ブロック）コポリマー、アリリックポリエ
チレンオキシド、及び（２－ヒドロエチル）メタクリレートをグラフト重合できる。
【００５８】
　形成されたラジカル位置は、更に、酸素、例えば大気中の酸素等との反応によって親水
性位置を形成するのに適しており、その結果、処理を施した表面は、全体として親水性に
なる。
【００５９】
　本発明によれば、好ましくは、いわゆる低圧プラズマ処理を使用する。低圧プラズマ処
理というのは、非常に低圧の、通常は０．５ｍｂａｒよりも低い真空チャンバ内にチュー
ブを挿入し、次いで、例えば２０℃乃至４０℃の温度で約１０００Ｖでイオン化すること
によって、例えばシロキサン又はポリカーボンでコーティングすることを意味する。ガス
を入れることによって、ラジカルをチューブの表面上に上文中に説明した方法で形成し、
ポリマーをモノマーシラン分子で形成する（重合）。
【００６０】
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　チューブ状加工物の場合には、外コーティング及び内コーティングを非常に簡単な方法
で行うことができる。これは、上述のコーティングに加え、チューブの端部に一つ／二つ
の電極を適用し、前記電極によりチューブの内壁にもコーティングを施すことによって、
一回の作動サイクルで行うことができる。
【００６１】
　低圧プラズマ処理に加え、いわゆる大気圧プラズマ処理がある。これもまた、本発明に
従って適用できる。
【００６２】
　更に、使用されたプラズマは、使用された温度に応じて、主として、低温プラズマ及び
高温プラズマに区別される。高温プラズマは、溶融プラズマとともに作用し、ガスの温度
は、代表的には、１０7 Ｋの範囲内にある。低温プラズマは、更に、非熱プラズマ及び熱
プラズマに細分される。非熱プラズマは、例えば、低圧グロー放電、コロナ放電、又はバ
リア放電によって発生され、ガスの温度は、代表的には、３００Ｋ乃至１０3 Ｋである。
熱プラズマは、アーク放電、アーク光プラズマ、又はＲＦアークトーチによって発生され
た場合、ガスの温度は、代表的には、２×１０4 Ｋ以上である。
【００６３】
　コーティングに必要な時間は、加工物の材料、形成されるべき層、及びその厚さに応じ
て適切に調節でき、代表的には、数分の範囲内にあり、最大半時間の処理時間も考えられ
る。
【００６４】
　本発明によれば、好ましくは、以下のイオン化法が使用される。一つの方法では、平滑
な表面が得られるように、提供されたシリコーン材料を変化するガスとして酸素を使用す
る。別の方法では、シロキサンを最初の液体形態から気体の蒸気に変換する。フルオロカ
ーボンでコーティングする上で同じ作業モードが好ましい。後者の二つの変形例には、均
等で平滑な表面が得られるという利点があり、これに伴って摩擦力が確実に減少し、二つ
の方法を次々に実施した場合に更に良好な結果が得られる。
【００６５】
　この理由により、プラズマ処理によって得られ、シロキサン及び／又はフルオロカーボ
ンでコーティングしたシリコーンチューブは、本発明の特に好ましい実施例である。これ
とは別に、更に、自己潤滑エレメントに、特にシリコーンチューブ等の自己潤滑シリコー
ンエレメントにプラズマコーティングによってＰＴＦＥ又はｅＰＴＦＥ層を形成するため
、研削特性を向上するのが好ましい。このように（ｅ）ＰＴＦＥでコーティングすること
により、自己潤滑エレメントの摩擦係数を更に減少できる。
【００６６】
　更に、上述のプラズマ重合（ポリマー溶液を予め付けた後、プラズマで定着する）によ
って、所望の特性を持つ層を更に形成でき、これらの所望の特性は、自己潤滑性に寄与で
きる。この層の形成に関し、表面が親水性であるべきか或いは疎水性であるべきかを選択
できる。
【００６７】
　基本的には、本発明の自己潤滑エレメントの表面を、表面処理によって、用途に応じて
特定的に設定できる。即ち、これ以上の任意の層及び／又は潤滑剤が適用されるかどうか
に応じて、表面エネルギを極めて選択的に調節できる。
【００６８】
　化学的特徴においては、本明細書では、表面が親水性又は疎水性を選択的に備えている
のが有利である。これにより、エレメントの二つの異なる区分が摺動接触する場合に潤滑
効果が改善される。更に、その親水性又は疎水性に応じてコーティングを更に付けること
が容易になる。更に、この方法では、活性基を導入することによって、表面を選択的に活
性化できる。疎水性表面を得るためには、好ましくは、シロキサンプラズマ、詳細にはペ
ルフルオロカーボンプラズマを使用する。撥油性を得るため、好ましくは、アクリレート
、詳細にはペルフルオロアクリレートによるグラフト重合が考慮される。
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【００６９】
　表面は、詳細には、補助剤として随意に使用されるべき潤滑剤に応じて親水性又は疎水
性のいずれかを備えるように調節される。例えば、自己潤滑エレメントの表面が親水性で
ある場合には、水又は水溶液及び／又は水性混合物を補助的潤滑剤として使用できる。正
確には、これまで、検査を受ける人によって許容されても受容されてもいない油性の潤滑
剤が多くの場合に使用されてきた内視鏡の用途の場合、水又は水溶液及び／又は水性混合
物を使用することにより確かな改善がもたらされる。
【００７０】
　他方、油性の潤滑剤を補助的に使用する必要があるか或いは望ましい場合には、自己潤
滑エレメントの表面を疎水性にした場合に、自己潤滑エレメントとの適合性が特に優れて
おり、及びかくして改善された摺動効果が得られる。
【００７１】
　エレメントの表面にこのように有利なコーティングを施すことにより、摩擦特性を既に
大幅に低減し、及びかくしてコーティングを施したエレメントの自己潤滑性に寄与する。
用途に適した表面特性を確保するため、先ず最初に、エレメントに化学的、機械的、又は
物理的予備処理、特にコロナ予備処理を加えるのが有利である。
【００７２】
　自己潤滑性を発現する適当なコーティング材料は、詳細には、グラファイト、窒化硼素
等の窒化物、フルオロカーボン、ＭｏＳ２、ＷＳ２、タルカム、シリコーンオイル、（ポ
リ）シラザン、（ポリ）シロキサン、ＰＴＦＥ、及びｅＰＴＦＥである。更に、摺動性及
び生体親和性に優れた、多糖類及び蛋白質の組み合わせ、詳細にはアルギン酸と乳清蛋白
質や大豆蛋白質等並びにこのような蛋白質の混合物との組み合わせが、特に有利なコーテ
ィングであることがわかった。ゼラチン、寒天、及び／又はセルロースのコーティングを
形成するのが有利であることがわかった。これらのコーティングには、更に、トリグリセ
リド等の別の潤滑剤を随意に加えることができる。コーティング材料は、例えば、ナノ粒
子又は高分子として提供される。しかしながら、コーティング材料は、微粒子又はマクロ
粒子として提供されてもよい。
【００７３】
　表面構造は、ナノ粒子等の粒子の形態のコーティング粒子を使用することによって、例
えば層毎に形成することによって、きちんと方向づけされた方法で調節できる。粒子は、
処理を施した表面に、詳細には自己組織化単分子層の形態で形成できる。これは、粒子が
微小テキスチャーを備えているためであり、又はナノ粒子が表面活性剤で覆われているた
めである。
【００７４】
　本発明における好ましい幾つかの別の表面処理方法、即ち単なるコーティング又は表面
変更又はエングレービング（以下に説明する）の完了後の平滑化を以下に詳細に説明する
。
【００７５】
　セラミックコーティングの場合には、薄いセラミック層（セラミックフィルム）を表面
に適用する。この表面には、随意であるが、セラミックコーティング用の従来のコーティ
ング法によってキャビティが低温で形成されている。処理を施した表面は、セラミックコ
ーティングを分離することによって平滑化でき、更に、生体親和性が向上する。
【００７６】
　原理的には、エンジアリングで周知の方法によって、エレメントの表面に無機セラミッ
ク又はガラスコーティングを適用できる。医療－技術の用途で特に適したコーティングを
提供する開始物質は、シラン、ハロゲン化シラン、特に弗化シラン、及び水ガラスを使用
したシリケート、並びにゾル－ゲル法によってアクセスできるＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、及
び／又はＴｉＯ２のネットワーク構造である。
【００７７】
　例えば有機珪素化合物（シラン）を火炎に供給することにより、表面（エングレービン
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グを施した表面を含む）のシリケート化を行う。次いで、薄いが非常に稠密であり且つ強
く付着した、水分に対して安定しており且つ多くの場合に表面エネルギが高いシリケート
層を、いわゆる火炎熱分解によって、処理を施した表面上に形成する。火炎に対する露呈
時間が短いため、加工物の温度を非常に低い温度に保持できる。従って、この方法は、非
常に薄壁の合成材料にも適している。
【００７８】
　シリケート層は、実際には、全ての表面に付着しており、ナノ穴表面構造を形成する。
これにより、有機成分、詳細には、例えば潤滑剤が、シリケート層に最適に化学的に結合
する。
【００７９】
　変形例として、内部摩擦に露呈されるエレメント用の材料としてシリコーンゴムを使用
する場合、最も上側のシリコーン層を、プラズマ法によって、シリケート層に熱変換でき
る。この方法では、最も上側の層はガラスのように硬化し、その結果、表面の硬度が向上
し且つ非常に平滑になるという利点が得られる。
【００８０】
　内部摩擦に露呈されるエレメント用の材料としてシリコーンゴムが使用された場合、更
に、賦形され又は賦形されていない表面の有利であり且つ摩擦を低減するコーティングが
得られる。シリコーンゴムの表面にはＯＨ基があり、これを化学的に変換することにより
、ゴムに親水性又は疎水性を賦与できる。
【００８１】
　コーティングに使用された前記材料、詳細にはグラファイトを、シリコーンゴムで形成
されたエレメント全体に混合することもできる。本明細書では、一方ではシリコーンと、
及び他方ではシリコーンに混合される材料との間の適合性を向上するのに適した薬剤を追
加するのが好都合である。このような薬剤の一例は、例えば、ジメチルジスルヒド（ＤＭ
ＤＳ）であり、これは、特に、シリコーンゴム中のグラファイトの分散性を向上する。
【００８２】
　内部摩擦に露呈されるエレメントがＰＴＦＥ又はｅＰＴＦＥで形成されている場合には
、上述の材料を含む同様のコーティングを有利に使用できる。この場合も、前記材料、例
えばグラファイトを、ＰＴＦＥ又はｅＰＴＦＥで形成されたエレメント全体に混合できる
。この場合、分散状態を改善するため、更に、薬剤及び他の添加剤物質、例えば乳化剤を
追加するのが好ましい。
【００８３】
　グラファイト、フルオロカーボン、ＭｏＳ２、ＷＳ２、タルカム、シラザン、シロキサ
ン、ＰＴＦＥ、ｅＰＴＦＥ、及びシリコーンオイル、及び／又はアルギン酸及び蛋白質、
特にアルギン酸及び乳清蛋白質、及び／又はアルギン酸及び大豆蛋白質を含有する（又は
追加された）、上文中説明したように製造したコーティングは摩擦を低減し、及びかくし
て長期に亘る使用中にアブレーションを低減する。
【００８４】
　使用中、例えばＰＴＦＥ等のコーティングが広範囲に亘って接着する場合、コーティン
グは、いわゆる犠牲層を形成する。この場合、本発明によるエレメントは、好ましくは、
犠牲層が部分的に又は完全に消費された後でも緊急作動性が保持されるように、即ち自己
潤滑性が減少するけれども使用できるように設計されている。
【００８５】
　同様に、紫外線照射によって表面を改質できる。この場合、紫外線照射は真空中で行わ
れる。処理がなされるべき表面に、紫外線、即ち波長が約≦４００ｎｍの光を、所定の雰
囲気、例えば窒素雰囲気又は窒素／酸素雰囲気中で所定の圧力下で所定期間に亘って照射
する。十分な平滑化を行うようになった代表的な照射時間は、０．５分乃至２０分の範囲
内にあり、特に１分間乃至２．５分間の範囲内にある。約２０分又はそれ以上照射すると
、通常は、それ以上の改善はなされず、そのためこのような長時間に亘る照射は経済的に
不利である。従って、本発明によれば、好ましい照射は、０．５分乃至２０分の期間に亘
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って行われ、特に良好な湿潤性を得るためには、例えば１分間乃至２．５分間の比較的短
い照射時間が有利である。代表的な照射量は、２Ｊ／ｃｍ2乃至４０Ｊ／ｃｍ2である。摩
擦に露呈されるエレメントが少なくともその表面上にシリコーンゴムを含む場合、及び全
体がシリコーンゴムで形成されている場合、真空中での紫外線照射（ＶＵＶ法）を特に有
利な方法で使用できる。これは、この場合、次いで、シリコーン表面の加硫が行われるた
めである。加硫によりシリコーン表面が平滑になり、接着効果をなくすか或いは大幅に低
減する。
【００８６】
　紫外線照射の利点は、特に、装置に掛かる費用が低いということ、並びに適合性の問題
も接着強度の問題点も生じないということである。
【００８７】
　アクリレートコーティングの場合には、処理が施されるべき表面を、着色するのと同様
の方法でアクリレート層でコーティングする。この目的のため、有利には、浸漬コーティ
ング、ローラーコーティング、ドクターブレードによるコーティング、回転コーティング
、いわゆるドクターブレード法等を使用し、均等であり、及びかくして特に平滑なコーテ
ィングを得ることができる。コーティング後、適当な場合には、硬化を行ってもよい。本
明細書では、紫外線照射によって硬化を行うのが特に有利である。形成されたアクリレー
トコーティングの厚さは、好都合には、２μｍ乃至１５μｍであり、厚さが薄い場合には
、２μｍ乃至１０μｍであり、可撓性の観点から、特に２μｍ乃至５μｍの厚さが好まし
い。
【００８８】
　エンジアリングで周知の各アクリレートを、この目的のため、アクリレートとして使用
できる。アクリレートを適切に選択することにより、内部摩擦に露呈されるエレメントの
性質を調節できる。
【００８９】
　更に、有機ポリシラザン層又は無機のポリシラザン層のいずれかを形成することにより
、賦形表面を滑らかにすることができる。このようなポリシラザン層は、有利には、浸漬
コーティング及び続いて行われる酸化的変換によって適用できる。例えば、ペルヒドロポ
リシラザンの適用及び酸化を浸漬によって行う。このようにして、非常に薄いコーティン
グが形成されるようになっている。これらの非常に薄いコーティングは、例えば厚さが０
．０１μｍ乃至≦１μｍのコーティングを施したエレメントの可撓性について有利である
。
【００９０】
　更に、このようにして、非常に良好な接着強度を得ることができるということがわかっ
た。この場合、問題がほとんどなく、即ち刺激を生じたりエッチングを生じる物質がほと
んど又は全く使用されず、これにより医療技術の用途での個々の場合の是認性が強く改善
される。更に、ポリシラザンの製品範囲は非常に広く、そのため、使用及び所望の特性に
正確に適合した原料を選択できる。
【００９１】
　上文中で言及したアリルコーティングは、有利には、アリル化合物を先駆物質として使
用するＣＶＤ法によって実施できる。先駆物質化合物の例は、オルトやメタ等の置換した
ベンゼン又はパラキシレン又はジ－パラ－キシレンジマーである。
【００９２】
　医療技術の用途に特に適した有機コーティングとして、二成分エポキシド焼付コーティ
ング、ポリウレタン焼付コーティング、二成分ポリウレタン空気乾燥ラッカー、並びに弗
素化ポリマーに言及する。弗素化ポリマーについて、ポリテトラフルオロエチレン、弗素
化エチレン／プロピレンコポリマー、ペルフルオロアルキコシコポリマー、、ポリビニリ
デンフルオライド、及びエチレンクロロトリフルオロエチレンが特に適している。
【００９３】
　親水性表面を選択的に調節するため、ポリアクリロニトリルコーティングが更に有利で
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ある。この際、疎水性表面を、ポリスルホンコーティングによって選択的に調節できる。
【００９４】
　上掲のコーティング技術に関し、これらのコーティング技術に先立って、予備処理を行
うのが更に有利である。特に、予備処理としてコロナ活性化、弗素化、又は火炎処理を使
用する場合に特に良好な接着強度及び滑動挙動が得られる。この場合、コロナ活性化が最
良の結果をもたらす。
【００９５】
　最終的に摩擦に露呈される結果的に形成された表面の表面エネルギは、基本的エレメン
トを別の物質でコーティングすることによっても、即ち予備処理を施した表面に一つ又は
それ以上の層を形成することによっても調節できる。
【００９６】
　自己潤滑エレメントは、更に、自己潤滑性でない基本的エレメントで形成されていても
よく、これには、後に、潤滑剤が加えられる。更に、摩擦抵抗を更に低減するため、上文
中に説明した自己潤滑エレメントの一つに別の潤滑剤を加えてもよい。
【００９７】
　潤滑剤を自己潤滑エレメントの表面に直接的に蓄えるばかりでなく、この潤滑剤を特に
良好に分離するため、自己潤滑エレメントの少なくとも一つの表面は、潤滑剤を収容する
キャビティを持つプロファイルを備えているのが好ましい。更に、このようなキャビティ
は、キャビティの形成後に上述のプラズマ処理を施した自己潤滑エレメントに、追加に形
成されているのが特に好ましい。好ましくは、自己潤滑エレメントは、シリコーン、（ｅ
 ）ＰＴＦＥ、又はポリウレタンで形成されており、プラズマ処理によって形成されたシ
ロキサン又はペルフルオロカーボンコーティングを備えている。キャビティは、コーティ
ングによって覆われる。
【００９８】
　このようなプロファイルを持つ（即ち潤滑剤を収容したキャビティが設けられた）自己
潤滑エレメントは、外翻チューブとして、及び／又は特に小腸検査用内視鏡用のシャフト
のシースとして特に有利に使用できる。キャビティは、追加の潤滑剤用のいわゆるリザー
バを形成する。転回部の近くに残る潤滑剤により、良好な、即ち低減した摩擦が得られる
。
【００９９】
　摩擦の低減は、とりわけ、製造中にキャビティに入れた脂肪によっても、並びに、随意
であるがキャビティの外側に付着した脂肪によってもなされる。脂肪は、体内で、身体の
外にある場合よりも高い体内の温度で液体に近い状態になる。内視鏡のシャフト及び／又
は外翻チューブシステムの潤滑を検査前及び／又は検査中に行うのとは異なり、キャビテ
ィを一回充填することは、検査中に必要に応じて潤滑剤を提供するよりも遥かに容易であ
る。
【０１００】
　プロファイルを形成する前記キャビティは、規則的形状を備えていてもよいし、不規則
な形状を備えていてもよい。形成されたキャビティの深さは、約１０μｍ乃至２５０μｍ
であり、好ましくは、約５０μｍ乃至２００μｍであり、特に好ましくは、１００μｍ乃
至１５０μｍである。キャビティの深さが小さ過ぎる場合には、キャビティ内に収容され
る潤滑剤の量が不十分になり、キャビティが深過ぎる場合には、不都合なことに、キャビ
ティの形成中にキャビティの縁部が容易に損傷してしまう。良好な補償を提供するため、
好ましい深さは、所与の範囲内にある。同じ理由により、キャビティの直径は、好ましく
は、５０μｍ乃至２５０μｍであり、更に好ましくは、約１００μｍ乃至２００μｍであ
り、もっと好ましくは、約１３０μｍ乃至１７０μｍであり、特に約１５０μｍである。
【０１０１】
　原理的には、本明細書中に説明した全ての潤滑剤を使用できる。この場合、植物性潤滑
剤、特にパーム油脂が好ましい。これは、パーム油脂が良好に許容されているためであり
、取り扱いが容易であり、プロファイル内に入れておくのが容易であるためである。
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【０１０２】
　潤滑剤が入ったキャビティがエレメントの少なくとも一方の表面に設けられている場合
には、キャビティは、外部からの作用により、潤滑剤を、極めて選択的に、及び所定の時
点に放出できる。有利には、例えば溝の形態のキャビティを、エンボス加工、発泡、及び
開放カッティング、カッティング又は圧延、又はエングレービング、特にレーザーエング
レービングによって形成できる。
【０１０３】
　従って、本発明の好ましい実施例では、エレメントの表面に直接配置した溝に潤滑剤を
入れる。幾つかの形体では規則的に配置した溝が、他の形体では不規則に配置した溝が、
プロファイルを形成する。プロファイルの好ましい実施例を以下に詳細に説明する。
【０１０４】
　上述のプロファイルは、好ましくは、放出された潤滑剤が、特に高い摩擦に露呈された
領域に供給されるようになっている。この目的のため、プロファイルは、長さ方向に延び
るキャビティを含んでいてもよいし、横方向に延びるキャビティを含んでいてもよいし、
又は螺旋状に延びるキャビティを含んでいてもよい。こうしたキャビティは、好ましくは
、溝によって形成され、局所的に集められた個々の窪みによって形成される。
【０１０５】
　多くの場合、別の用途でも、自己潤滑エレメントの二つの別々の少なくとも一つの異な
る区分が互いに接触しすることにより、この位置での摩擦が増大する。従って、自己潤滑
エレメントの二つの向き合った区分を重ねたときに夫々のプロファイル区分が係合できな
いようにプロファイルを適合するのが特に有利である。
【０１０６】
　従って、チューブ状エレメントの場合、好ましくは、チューブ状エレメントの表面線に
関して０°よりも大きく且つ９０°よりも小さい所定の角度をなす溝が設けられる。
【０１０７】
　プロファイルが、５０μｍ乃至５００μｍ、好ましくは、２００μｍ乃至４００μｍの
好ましい深さを持つのが本発明に特に適しているということがわかった。深さが５０μｍ
よりも小さい場合には、限られた量の潤滑剤した吸収できず、自己潤滑効果が比較的迅速
に減退する。他方、深さが５００μｍよりも大きい場合には、製造中の寸法精度が容易に
低下してしまう。更に、深さが５００μｍよりも大きいこのようなプロファイルを形成す
る場合には、処理を施した表面に比較的強い衝撃（例えば機械的衝撃又は熱的衝撃）が加
わり、そのため比較的大きな凹凸が表面に形成されてしまい、そのため滑動効果が低下す
る。従って、本発明では、５０μｍ乃至５００μｍの範囲が好ましく、上文中に説明した
欠点は、２００μｍ乃至４００μｍの範囲内で更に小さくなる。
【０１０８】
　潤滑剤を吸収し、潤滑剤を制御された態様で放出する目的に特に適したプロファイルは
、エングレービング、詳細にはレーザーエングレービングによって製造できる。従って、
プロファイルは、レーザーによるエングレービングによって製造されるようになっている
のが好ましい。かくして、レーザーエングレービングによって製造されるようになったプ
ロファイルを持つ自己潤滑エレメントは、同様に、本発明に含まれる。
【０１０９】
　レーザーエングレービングにより、例えばパルス状レーザービームによって、材料を制
御下で除去できる。ビームは、好ましくは、機械加工精度を向上するために非常に強く焦
合される。焦点の直径は、例えば、０．０１ｍｍ乃至０．１ｍｍになる。焦点では、例え
ば２０００℃よりも高い極めて高い温度に達し、これによりほぼ全ての材料の加工を迅速
に行うことができる。
【０１１０】
　材料の除去が熱プラズマに基づいて行われるため、加工されるべき材料の硬度の重要性
は低い。従って、本方法は、使用可能な全ての材料に本発明に従って適用できる。更に、
浸蝕等の適用可能な他の方法と比較して、時間が最大６０％節約される。
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【０１１１】
　エングレービング中、除去されるべき材料を局所的に溶融し、気化し、これにより加工
を非常に正確に行うことができる。精度は、とりわけ、焦合したビームの焦点の直径、及
びレーザーの精度で決まる。従って、両パラメータは、好ましくは、本発明によれば、≦
０．１ｍｍの値に設定される。
【０１１２】
　同様に、材料を除去する上で、即ち放射エネルギの吸収度について、レーザーの波長が
重要な役割を果たす。吸収度は、材料及び使用されたレーザーの波長で決まる。従って、
適切な波長を選択することが非常に重要であり、好ましくは、本発明では、機械加工を施
した材料が、レーザーエネルギを、少なくとも５０％又はそれ以上、更に好ましくは、少
なくとも６０％又はそれ以上、特に好ましくは、少なくとも７０％又はそれ以上吸収する
ように選択される。
【０１１３】
　本発明によれば、レーザーエングレービングを行うのに例えば固体レーザーを使用する
。前記レーザーは、ランプポンプ式で作動してもよいし、ダイオードポンプ式で作動して
もよい。通常は、これらのレーザーの元来の波長は、ＩＲ範囲内にあるが、特定の光学的
結晶によって紫外線（ＵＶ）範囲にすることもできる。これは、様々な材料の吸収特性の
ため、及び焦合性(focusing capacity) のため、有利である。ＩＲレーザービームと比較
して、ＵＶレーザービームは、更に小さな焦点直径に焦合できる。
【０１１４】
　以上とは別に、特に微細な加工を行う上で、エキシマーレーザー又はＣＯ２レーザーを
使用するのが特に好ましい。これは制御が容易である。ＣＯ２レーザーによるレーザー加
工は安価に行うことができ、及びかくして更に有利である。ＣＯ２レーザーは、好ましく
は、１０６００ｎｍの波長で作動する。パルスエネルギは、約１０μｓ乃至１００μｓ、
特に２０μｓ乃至６０μｓの平均値に設定される。
【０１１５】
　エングレービング工程中、形成されたキャビティの側部の処理が施された表面に、波状
の凹凸が形成される。このような波形は、エレメントの自己潤滑性を低下する。従って、
更に、レーザーエングレービング及び続いて行われる平滑化によってプロファイルを得る
のが好ましい。
【０１１６】
　以上説明した方法は、波形の凹凸を均すと同時に、エングレービングによって形成され
た、十分な量の潤滑剤を入れておくのに適したキャビティの深さを維持するように、エン
グレービングを施した表面を滑らかにするための特に適した技術であるということがわか
った。従って、必要とされる平滑化を迅速に且つ均等に行うため、特にセラミックコーテ
ィング、シリケート化、紫外線照射、アクリレートコーティング、アリルコーティング、
ポリシラザンコーティング、及びポリシロキサンコーティングを使用できる。適当な処理
時間及び処理条件により、特に、プラズマ重合又はプラズマ処理と関連してポリマーのグ
ラフト重合を行う場合、プラズマ処理により平滑化を行なってもよい。
【０１１７】
　本発明の別の好ましい実施例では、自己潤滑エレメントは層状構造を有する。層状構造
は、少なくとも一つの基材層を含む。この基材層は、この層の上に付着される層用の安定
したベースを形成する。更に、実際の使用に十分な潤滑剤を入れておくように、基材の少
なくとも一方の側、好ましくは両側潤滑剤用のリザーバ層がに配置されている。基材の少
なくとも一方の側又は両側にリザーバ層が配置されている場合には、潤滑剤を制御された
態様で放出するように二つの外有孔層が設けられている。第１の場合には、基本的構造は
、基材／リザーバ層／有孔層を含み、第２の場合には、基本的構造は、有孔層／リザーバ
層／基材／リザーバ層／有孔層を含み、更に夫々の間に中間層が設けられていてもよい。
【０１１８】
　基材層は、例えば、上文中で言及したゴムのうちの一つで形成されていてもよく、上述
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の利点のため、シリコーンゴムが特に好ましい。基材層は、使用された潤滑剤に対して実
質的に不透過性であるように設計されている。
【０１１９】
　リザーバ層は、潤滑剤が潤滑剤層として固体形態をなすように形成できる。この場合、
潤滑剤は、以下に説明するように外部からの影響により軟化し又は液化し、少なくとも一
つの隣接した層に放出されるようになっている。
【０１２０】
　更に、リザーバ層は、スポンジ状構造を備えていてもよいし、毛管効果を持つ材料で形
成されていてもよく、この場合、潤滑剤は、スポンジ状構造及び／又は材料によって吸収
され、次いで、又は外部から特定の作用が加わったとき、少なくとも一つの隣接した層の
放出される。
【０１２１】
　二つのリザーバが設けられている場合、これらのリザーバは形状が同じであってもよい
し、異なっていてもよい。加えられる圧力の作用が異なる場合には、設計が異なるのが特
に有利である。本発明による自己潤滑エレメントが外翻チューブの形態である場合には、
例えば、特に外翻領域に、リザーバの内層及び外層に圧力等の異なる物理的作用が加わり
、その結果、この層を夫々の外部条件に合わせて設計するのが有用である。以下に説明す
る有孔層にも同じ配慮が適用される。
【０１２２】
　有孔層は、好ましくは、リザーバ層とぴったりと隣接して設けられており、エレメント
の外面を形成する。しかしながら、リザーバ層と有孔層との間に、潤滑剤に対して実質的
に透過性である限り、別の層を配置してもよい。有孔層の孔は、任意の設計であってもよ
い。この層は、通穴又はダクトを備えているのが好ましい。これらの通穴又はダクトの中
央軸線は、有孔層が形成するエレメント表面に関し、ほぼ直角、即ち約８０°乃至１００
°、特に約９０°をなす。このようにして、潤滑剤は、リザーバ層から潤滑されるべき表
面まで、特に効果的であり且つ制御された態様で出る。
【０１２３】
　更に、上文中に説明したプラズマ法によって、有孔層即ち多孔質層を形成できる。
【０１２４】
　エレメントの層状構造は、例えば個々の層を必要に応じて前もって製造した後、これら
を互いに積層することによって、又は基材に、又は基材の上方に配置された最も上側の層
に潤滑剤層を適用した後、この複合材料に有孔層を形成することによって、容易に製造で
きる。この実施例の利点は、潤滑剤リザーバを、使用で決まる任意の大きさを持つように
設計できるということである。
【０１２５】
　医療技術デバイスの内部摩擦中、潤滑剤が、例えば物理的又は化学的作用によって放出
される。物理的作用には、例えば、圧力及び温度の影響又は変化が含まれる。圧力の作用
は、特に、医療技術デバイスを、その使用中に身体の状態に適合する場合に生じる。こう
した情況は、代表的には、内視鏡検査で、先端、即ち身体と係合した及び／又は身体に挿
入した端部が、推進中に湾曲する場合にみられる。
【０１２６】
　化学的作用の例として、酸性溶液（ｐＨ＝０乃至６．９９）及び塩基性溶液（ｐＨ＝７
．０１乃至１４）に言及する。これらの溶液は、例えばこれらの溶液中への浸漬によって
、対応するエレメントに適用されるようになっている。酸性溶液及び塩基性溶液は、潤滑
剤の化学的変化を生じ、その軟化点又は融点に作用を及ぼし、即ち低下させ、例えばその
結果、潤滑剤が流出する。
【０１２７】
　その結果、酸性溶液及び／又は塩基性溶液と材料との間で過剰の反応がほとんど又は全
くない場合には、そのｐＨ値は、好ましくは、５乃至６．９９（酸性溶液）及び／又は７
．０１乃至９（塩基性溶液）の範囲内にある。生理学的特徴では、医療機械の用途におい
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て、５乃至６．９９のｐＨ値が最も好ましい。
【０１２８】
　更に、化学的作用は、必ずしも、酸性溶液又は塩基性溶液によって及ぼされなくてもよ
い。この実施例について、潤滑剤は、化学的相互作用によって放出される。
【０１２９】
　内部摩擦に露呈されるエレメントは、ゴム及び潤滑剤を含む材料で形成されているのが
更に好ましい。ゴム及び／又はゴム混合物を使用することによって、エレメントを特に可
撓性の形体にできる。これは、特に医療技術の用途に関し、好ましくは内視鏡の分野にお
いて有利である。
【０１３０】
　加工が容易であり、経済的に効率的であるため、好ましくは、シリコーンゴムがゴムと
して使用される。更に、レーザーエングレービングを使用する場合、レーザーエングレー
ビングによって高い寸法精度を特に容易に得ることができる。これには、滑動制御につい
て有利な効果がある。潤滑剤は、適当には、シリコーンオイルである。これは、シリコー
ンオイルが化学的に不活性であり、その性質を用途に関して容易に調節できるためである
。一方ではシリコーンゴムと、及び他方ではシリコーンオイルとの間の適合性が高いため
、この組み合わせは、ゴム及び潤滑剤の特に好ましい組み合わせである。プロファイルを
エングレービングによって製造する場合には、好ましくは、植物性潤滑剤、例えばパーム
油脂が使用される。
【０１３１】
　上文中に言及したように、医療技術デバイスの自己潤滑エレメントは、好ましくは、自
己潤滑性ゴム及び潤滑剤を含む。ゴムは、どのような設計であってもよい。概して、ゴム
は比較的安価であり、及び従って、特に使い捨て物品として大量生産できる。更に、例え
ば潤滑剤吸収性、可撓性、高温での寸法安定性等のゴムの特性を難なく調節できる。
【０１３２】
　特に、油中水乳濁液（Ｏ／Ｗ乳濁液）、水中油乳濁液（Ｗ／Ｏ乳濁液）、及び窒素乳濁
液等のべたべたしたゲル状の潤滑剤を潤滑剤として使用することが考えられる。
【０１３３】
　基本的には、植物油、獣脂、鉱油、及び合成オイル等の全ての種類のオイルが適してい
る。
【０１３４】
　パラフィンオイル、特に粘度が高いパラフィン（ラテン語で、パラフィナム　サブリキ
ダム）及びグリセリンが特に適した潤滑剤である。これは、通常は、人間及び多くの動物
がこれらに対して耐性があるためである。好ましい実施例では、パーム油脂を使用する。
これは、入手が容易であり、潤滑性が良好であり、及び作用が良好であり、並びに生体親
和性が優れているためである。パーム油脂は、特にプロファイルを形成し、これを潤滑剤
で充填する場合に有利である。
【０１３５】
　更に、シリコーンオイルが極めて適している。これは、特にシリコーンをベースとした
ゴムに非常に良好に貯えることができ、前記ゴムによって制御された態様で分配でき、そ
の結果、連続的な潤滑効果を得ることができるためである。グラファイトと混合したシリ
コーンオイルを使用した場合、特に有利な滑動特性が得られる。上文中に説明したように
、シリコーンゴムエレメントをＰＴＦＥによってコーティングした場合には、好ましくは
、シリコーン／水乳濁液が使用される。これは、潤滑剤とコーティングとの間の相互作用
を改善できるためである。
【０１３６】
　医療技術デバイスは、潤滑剤を様々な方法で含んでいてもよい。本発明の好ましい実施
例では、潤滑剤は、自己潤滑エレメントを構成する材料にほぼ均等に拡げてある。これは
、例えば、材料、特にゴムの製造時に潤滑剤を加え、ゴム又はその開始物質と混合するこ
とによって行うことができる。この他にシリコーンオイルを含むシリコーンゴムが、この
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ような材料の代表的な例である。
【０１３７】
　潤滑剤が材料中にほぼ均等に拡げてある上述の場合には、通常は、一方では潤滑剤と、
及び他方では材料との間に或る程度の不適合性が存在する。この不適合性は、潤滑剤と材
料との間の化学ポテンシャルの相違に基づく。このようにして、油相と水相との間の分離
に匹敵する分離が徐々に起る。分離により、潤滑剤の「ブリード」又は「滲出」が生じ、
その結果、医療技術エレメントの自己潤滑エレメントの表面上に潤滑剤の薄膜が形成され
る。
【０１３８】
　この実施例の利点は、製造が簡単であり、可能な開始材料並びに成分の範囲が広く、長
期間に亘って連続的に潤滑されるということである。
【０１３９】
  上文中に説明した潤滑剤と材料との分離は、材料中で潤滑剤が不均等であることによる
。
【０１４０】
　潤滑剤が短期間に亘って強くブリード（滲出）するのが望ましい場合には、内部摩擦に
露呈されるエレメントが多孔質であるのが有利である。この場合、例えば外部圧力が上昇
したとき、含有された潤滑剤が更に迅速にエレメントの表面に出てくる。そして、その場
所での潤滑性を大幅に向上する。
【０１４１】
　同様に、潤滑剤の粘度が実際の使用温度で低下する場合には、潤滑剤が比較的短期間に
しかし強くブリードするのが有利である。このような粘度の低下は特に制限されていない
けれども、粘度の低下は、少なくとも２．５％、好ましくは５％、更に好ましくは７．５
％乃至１０％、２０％、場合によっては５０％又はそれ以上であるのが特に有利である。
この場合、潤滑剤の例えばいわゆるムーニー粘度は、例えば、ＭＬ1+4 （１００℃）であ
る。
【０１４２】
　潤滑剤は、温度－粘度特性が１０℃乃至４３℃で不連続であるのが好ましい。医療技術
の用途、例えば内視鏡の用途では、エレメントは、例えば商業的に入手可能な冷蔵庫内に
貯蔵でき、実際に使用する場合には、例えば室温にし、又は人間や動物の体温にし、潤滑
剤の流動性の上昇により、潤滑効果を高める。
【０１４３】
　従って、例えば１０℃乃至３０℃、好ましくは２０℃乃至２５℃の室温で、粘度の所定
の低下が生じるのが好ましい。換言すると、潤滑剤の温度－粘度特性は、１０℃乃至４３
℃の温度範囲内で、好ましくは２０℃乃至２５℃の温度範囲内で不連続性を示し、例えば
ジャンプし、特に上述のパーセンテージの変化のうちの一つに対してジャンプ応答を示す
。
【０１４４】
　潤滑剤の上述の粘度低下が人間や動物の通常の体温で生じる場合、非常に有利である。
従って、幾つかの実施例について、粘度が、３０℃乃至４３℃の温度範囲内で、好ましく
は３６℃乃至３８℃の温度範囲内で、特に約３７±０．５℃の温度範囲内で、上文中に説
明した程度に低下するのが望ましい。即ち、潤滑剤は、前記温度範囲内で、その温度－粘
度特性が不連続性を示す。この場合も、パーセンテージの上述の変化が特に好ましい。
【０１４５】
　本発明では、使用された潤滑剤についての好ましい融点もまた、５０℃の範囲内にあっ
てもよく、約５０℃又はそれ以上であってもよい。更に好ましくは、潤滑剤は、約３７℃
の体温では完全には溶融しないが、この温度で液化が開始する。
【０１４６】
　勿論、所定温度で粘度を失う上述の場合にも、エレメントは多孔質であってもよく、こ
れにより前記有利な効果が更に向上する。
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【０１４７】
　自己潤滑エレメントに使用される材料、特にゴムは、多くの場合、強化剤を含有するこ
とにより、更に良好な寸法安全性を備えることができる。この場合、強化剤を潤滑剤で含
浸し、これにより、同様に、潤滑剤を材料中に効率的に貯えることができる。
【０１４８】
　勿論、強化剤は、潤滑剤を貯蔵する上述の実施例で提供してもよい。この場合、前記実
施例では、同様に、潤滑剤で含浸してもよいが、必ずしも潤滑剤で含浸しなくてもよい。
【０１４９】
　強化剤の好ましい例は、織製した又は織製していないテキスタイルコンパウンドである
。テキスタイルコンパウンドは、一つ又はそれ以上の方向でほぼ平行に整合しているか或
いはランダムに配置されたテキスタイルファイバを含んでいてもよい。更に、テキスタイ
ルコンパウンドは、実質的に粒子や粉体の形態で提供されてもよい。
【０１５０】
　特に、一方では潤滑剤と、他方では綿／羊毛テキスタイルコンパウンドとの間の適合性
が高い場合には、様々な形体の羊毛及び綿が、テキスタイルコンパウンド用の材料として
特に適している。選択された潤滑剤に応じて、更に、合成テキスタイルコンパウンド、好
ましくはナイロン型、及び／又はレーヨン型合成テキスタイルコンパウンドを使用するの
が好ましい。
【０１５１】
　別の例では、エレメントの一つ又はそれ以上の表面に潤滑剤層が形成されることが記載
されている。潤滑剤は、圧力及び／又は熱の作用を和らげ、潤滑作用を発揮する。このよ
うにして、自己潤滑エレメントは、潤滑剤層で簡単な方法でコーティングされるようにな
った任意の適当な材料を含んでいてもよい。前記潤滑剤層は更新可能であり、そのため繰
り返し使用できる。
【０１５２】
　自己潤滑エレメントはスポンジ形態で又は毛管作用を示す材料で形成でき、そのように
するのが好ましい。この場合、潤滑剤はエレメントによって吸い込まれ、例えば化学吸着
又は物理吸着によって、キャビティ、例えば小孔又はダクト内に保持される。更に、自己
潤滑エレメントを形成する材料は、特にゴムである場合、内部に包含された潤滑剤ととも
に製造でき、次いで例えば発泡によりキャビティを形成できる。このようなスポンジ状構
造及び／又は毛管作用を示す材料が、上述の積層体の上述のリザーバ層について、特に適
している。
【０１５３】
　例えば、潤滑剤で充填したこのようなエレメントに圧力を及ぼすことによって、潤滑剤
を再び放出できる。その結果、潤滑剤の薄膜がエレメントの一つ又はそれ以上の表面上に
形成され、及びかくして自己潤滑が生じる。
【０１５４】
　本発明の医療技術デバイスの自己潤滑エレメントは、基本的には、様々な形状をとるこ
とができ、例えば矩形又は円形のディスクであってもよく、矩形又は多数の縁部が設けら
れたチューブであってもよく、螺旋状又はホースであってもよい。しかしながら、例えば
内視鏡等の多くの用途では、エレメントは、パイプ状又はチューブ状であるのが好ましい
。
【０１５５】
　チューブ状自己潤滑エレメントの場合には、チューブの外側だけに自己潤滑性を備えて
いてもよく、チューブの内側だけに自己潤滑性を備えていてもよく、チューブの外側及び
内側の両側に自己潤滑性を備えていてもよい。特に、チューブがいわゆる外翻チューブで
ある場合、両側に自己潤滑性を備えているのが好ましく、有利である。外翻チューブは、
一方の側で裏返され、及びかくしてそれ自体に載るチューブである。これを行うにあたり
、外側の一部が外側の別の部分に沿って摺動する。別のエレメント、例えば内視鏡のシャ
フトをチューブに導入する場合には、シャフトは、チューブの相対的移動時に推進される
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。外翻チューブ自体の部分間の摩擦が低減されることとは別に、挿入したエレメント、例
えば内視鏡のシャフトとの摩擦も低減され、この場合、前記シャフト自体が、例えば別の
チューブで覆われる。更に、一方では外翻チューブと、その環境、即ち通常は身体の開口
部の壁との間の摩擦もまた低減される。
【０１５６】
　外側から追加に供給された潤滑剤（例えばオイル）を使用する場合、潤滑剤は、外翻時
に、一方では、自己潤滑エレメントとシャフト又は外部との間に提供され、他方では、二
つのチューブ部分間に形成された空間に提供される。
【０１５７】
　このような外翻チューブの代表的な長さ（巻き付けられていない状態での）は、３ｍ程
度であり、通常は３．２０ｍ乃至３．５０ｍである。しかしながら、特定の用途では、特
に小腸用内視鏡の場合には、３．５０ｍを越える長さが必要とされる場合がある。ここに
表示した長さは、特に、人間の検査と関連した長さである。従って、獣医学の用途では、
適切に適合した、即ち明らかに短いけれども比較的長い長さを考慮に入れなければならな
い。内視鏡及び他の用途に対し、本発明による自己潤滑エレメントは、曲げることができ
、又は可撓性であるのが更に有利である。エレメントは、弾性であってもよいし非弾性で
あってもよいが、非弾性であるのが好ましい。これは、非弾性であるために寸法的に安定
しているため、デバイスの機械的制御を良好に行うことができるためである。
【０１５８】
　自己潤滑性は、内部摩擦作業中に有利であることがわかった。前記摩擦作業には、自己
潤滑エレメントの様々な部分間の摩擦、並びにエレメントと別の対応するエレメントとの
間の摩擦が含まれる。
【０１５９】
　エレメントの二つの異なる部分間の摩擦は、いわゆる外翻チューブの場合に生じる。外
翻チューブの場合には、チューブは、チューブの中心から見て外面が外翻し、チューブ自
体と接触するように巻き付けられる。
【０１６０】
　上文中に特に好都合な態様で説明した夫々の利点により、医療技術デバイスは、内視鏡
デバイスの部分であり、自己潤滑エレメントは外翻チューブの形態である。
【０１６１】
　好ましくは、自己潤滑エレメントは、人間又は動物の身体と係合させてこれと接触でき
る。過剰量の潤滑剤が放出されないため、エレメントは、実質的に中立の向き合った環境
、詳細には向き合った身体組織のような挙動を示し、そのため、本発明のこの好ましい形
体により、デバイスと身体組織との間を接触させることができる。
【０１６２】
　具体的な特に好ましい形体では、自己潤滑エレメントは、従って、外翻チューブ、特に
内視鏡用外翻チューブ（例えば、結腸内視鏡、空腸内視鏡、胃内視鏡、気管支内視鏡）を
形成する。
【０１６３】
　本発明によるデバイスは、エレメントに加え、カウンタエレメントを含んでいてもよい
。この場合、自己潤滑エレメントの様々な部分間の摩擦に加え、エレメントの少なくとも
一つの表面とカウンタエレメントの少なくとも一つの表面との間に摩擦が生じる。
【０１６４】
　エレメントの自己潤滑性により、少なくとも二つの向き合った表面間の摩擦係数が大幅
に低下する。これにより、エレメント及びカウンタエレメントの互いに対する滑動性が大
幅に向上する。
【０１６５】
　この滑動性の大幅な向上は、カウンタエレメント又はカバー又はそのシースを、内部摩
擦に露呈された自己潤滑エレメントについて上文中に説明したように設計することにによ
って得ることができる。カウンタエレメントについて、上述の実施例の各々を使用できる
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。この場合、エレメント及びカウンタエレメントは、所期の使用環境に応じて同じ方法で
又は異なる方法で医療技術デバイスで設計できる。従って、カウンタエレメント及び／又
はそのカバーを自己潤滑性がない材料で形成してもよい。
【０１６６】
　有利な実施例では、カウンタエレメントの表面に、同様に、潤滑剤が設けられる。この
潤滑剤は、付着オイル、積層潤滑フィルム、及び／又は固体潤滑剤であってもよい。
【０１６７】
　付着オイルの場合には、上文中で潤滑剤の例として表示したように、同じオイルを使用
できる。
【０１６８】
　積層潤滑フィルムの場合は、例えば、材料用の適当な物質として上文中に説明したゴム
を含んでいてもよい。
【０１６９】
　有利にはカウンタエレメントの表面に設けられた固体潤滑剤は、表面に直接適用されて
いてもよいし、結合樹脂によって表面に付着していてもよい。このような結合樹脂は、上
文中に説明したゴムのうちの一つ又はそれ以上を含んでいてもよい。
【０１７０】
　滑動性が良好であることにより好ましい固体潤滑剤の具体的例には、グラファイト等の
炭素コンパウンド、窒化硼素等の窒化物、弗素を含む、弗素樹脂等の弗素化合物、硫酸モ
リブデンや硫酸タングステン等の硫化物が含まれる。
【０１７１】
　好ましい実施例では、カウンタエレメントは内視鏡のシャフトである。内視鏡のシャフ
トは、好ましくは、自己潤滑エレメントによって形成された外翻チューブに挿入され、そ
の表面又はカバーは、好ましくは、本発明による自己潤滑エレメントとして設計されてい
る。表面又はカバーは、夫々、それ自体がチューブの形態で設けられており、当然のこと
ながら、本発明の自己潤滑エレメントを外翻チューブとして使用する限り、自己潤滑性が
ない材料で形成されていてもよい。本発明に従って使用された潤滑剤は、活性物質を含む
のが更に有利であり、好ましい。潤滑剤は、潤滑性を持たない活性物質を含んでいてもよ
いし、活性物質自体が潤滑効果を持っていてもよいし、潤滑剤の一部又は全部を形成して
もよい。このようにして、医療技術の用途では、鎮痛剤や止血剤等の夫々の有用な活性物
質を局所的に及び選択的に使用し、供給してもよい。
【０１７２】
　本発明では、特に、緩和剤、抗炎症剤、充血除去剤、止血剤、消毒剤、加湿剤、及び鎮
痛剤が好ましい。これは、本発明によるデバイスを動物や人間の身体で使用する場合にこ
れらが夫々の特定の有利な効果を生じるためである。
【０１７３】
例
例１
　市販のシリコーンゴムを押し出し、長さが３．２０ｃｍの内視鏡用外翻チューブを形成
する。
【０１７４】
　次いで、チューブの表面線に関して傾斜した溝を、波長が１０６００ｎｍ（パルスの持
続時間が４０μ秒）のＣＯ２レーザーでエングレービングすることによって形成する。
【０１７５】
　溝を、６０℃で、この温度のパーム油脂液体で充填する（油脂の軟化開始温度：＞３５
℃）。その後、チューブを冷却し、パーム油脂を溝内に固化する。
【０１７６】
　結果的に形成されたチューブを内視鏡用外翻チューブとして使用する。チューブと内視
鏡のシャフトとの間の摩擦並びに外翻領域のチューブ部分間の摩擦が大幅に低下し、潤滑
効果の改善がなされると同時に、潤滑剤が内視鏡デバイスからほとんど逃げないことがわ
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かった。
【０１７７】
例２
　二つのチューブを例１におけるように押し出した。これらのチューブのうちの一方に、
例１におけるようにレーザーでエングレービングを施す。その後、両チューブをセラミッ
クフィルムでコーティングした。エングレービングを施したチューブの溝を例１における
ようにパーム油脂で充填した。このようにして、両方の場合において、優れた滑動性が得
られた。
【０１７８】
例３
　二つのチューブを例１におけるように押し出した。これらのチューブのうちの一方に、
例１におけるようにレーザーでエングレービングを施す。その後、両チューブの表面を、
低温プラズマ法によってシリケート化する。エングレービングを施したチューブの溝を例
１におけるようにパーム油脂で充填した。このようにして、両方の場合において、優れた
滑動性が得られた。
【０１７９】
例４
　二つのチューブを例１におけるように押し出した。これらのチューブのうちの一方に、
例１におけるようにレーザーでエングレービングを施す。その後、両チューブに紫外線を
窒素雰囲気中で１０分間に亘って照射した。エングレービングを施したチューブの溝を例
１におけるようにパーム油脂で充填した。このようにして、両方の場合において、優れた
滑動性が得られた。
【０１８０】
例５
　二つのチューブを例１におけるように押し出した。これらのチューブのうちの一方に、
例１におけるようにレーザーでエングレービングを施す。その後、両チューブにコロナ活
性化によって予備処理を施す。その後、チューブを浸漬コーティングによってアクリレー
ト層でコーティングする。エングレービングを施したチューブの溝を例１におけるように
パーム油脂で充填した。このようにして、両方の場合において、優れた滑動性が得られた
。
【０１８１】
例６
　例５を、コロナ予備処理の代りに弗素化を予備処理として実施することを除いて繰り返
した。例５で得られたのとほぼ同じ結果が得られた。
【０１８２】
例７
　例５を、コロナ予備処理の代りに手作業で火焔吹付を行うことを予備処理として実施す
ることを除いて繰り返した。例５で得られたのとほぼ同じ結果が得られた。
【０１８３】
例８
　二つのチューブを例１におけるように押し出した。これらのチューブのうちの一方に、
例１におけるようにレーザーでエングレービングを施す。その後、両チューブを浸漬コー
ティングによってペルヒドロポリシラザン混合物でコーティングする。コーティングは、
高温で酸化させることによってポリシラザン層に変化する。エングレービングを施した溝
を例１におけるようにパーム油脂で充填した。このようにして、両方の場合において、優
れた滑動性が得られた。
【０１８４】
例９
　レーザーを使用した例１乃至例８の試験を、長さが３．５０ｍのチューブを使用するこ
とを除き、繰り返す。この場合、溝はないが、深さが１００μｍ乃至１５０μｍで直径が
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１５０μｍの実質的に円形のキャビティを形成した。これらのキャビティは、パーム油脂
で充填してある。
【０１８５】
　このようにして形成した外翻チューブを大腸及び小腸の内視鏡検査で使用した。検査さ
れるべき対象に更に深く挿入した場合でも一定の良好な潤滑を維持できることがわかった
。
【０１８６】
例１０
　例１で使用したシリコーンゴムを押出し、各々の長さが３．２０ｃｍの８個の外翻チュ
ーブにした。
【０１８７】
　その後、４個のチューブをプラズマ処理用の反応チャンバ（真空＜０．５ｍｂａｒ）に
次々に入れた。プラズマガスとして０２を使用し、数秒間に亘ってプラズマ予備処理を行
った。その結果、シリコーンゴムの表面がマイクロレベルで荒らされる。
【０１８８】
　第２工程において、６個のチューブ（３個のチューブには予備処理が施してあり、３個
のチューブには予備処理が施してない）に低圧プラズマ処理（真空＜０．５ｍｂａｒ；温
度＝２０－４０℃）を加え、コーティングを形成する。このようにして、二種類のチュー
ブを、一度に、シロキサン、フルオロカーボン、及び／又はｅＰＴＦＥでコーティングす
る。
【０１８９】
　８個のチューブを、全て、内視鏡のシャフト用の外翻チューブとして使用し、滑動性を
以下の基準に従って評価した。
Ａ：滑動性が優れている；
Ｂ：滑動性が非常に良好である；
Ｃ：滑動性が平均以上である；
Ｄ：摩擦が過剰である；
【０１９０】
　以下の表１は、評価結果を示す。
【表１】

【０１９１】
例１１
　この例でも、例１０によるチューブ１乃至７を製造する。これらのチューブには、例９
におけるようにレーザーエングレービングによってキャビティを形成した後、適当なチュ
ーブ（チューブ１、３、５、及び７）に例１０におけるように予備処理を施し、その後プ
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ラズマコーティングを施す（チューブ１を除く）。キャビティをパーム油脂で潤滑した。
例１０と同様の評価を行い、比較的良好な結果を得た。
【図面の簡単な説明】
【０１９２】
【図１】図１は、当該技術分野の現在の内視鏡装置の図である。
【図２】図２は、当該技術分野の現在の別の内視鏡装置の図である。
【符号の説明】
【０１９３】
　１　シャフト
　２　外翻チューブ
　３、４　外部リザーバ

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成19年10月9日(2007.10.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人間や動物の身体と係合するようになった医療技術デバイスであって、デバイスの内部
摩擦に露呈された自己潤滑エレメントを含むデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントの少なくとも一つの表面にプラズマ処理を施した、ことを特徴
とするデバイス。
【請求項２】
　請求項１に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメント自体が、人間や動物の身体と係合するようになっており、前記
身体と接触する、デバイス。
【請求項３】
　請求項１に記載のデバイスにおいて、
　前記プラズマ処理を施した表面にプラズマコーティングを施す、デバイス。
【請求項４】
　請求項３に記載のデバイスにおいて、
　前記プラズマコーティングを施した表面を、シロキサン、フルオロカーボン、ＰＴＦＥ
、ｅＰＴＦＥ、及び／又はポリウレタンでコーティングした、デバイス。
【請求項５】
　請求項１乃至４のうちのいずれか一項に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントの少なくとも一つの表面に、紫外線照射又はシリケート化によ
って表面処理を施したことを特徴とする、デバイス。
【請求項６】
　請求項１乃至５のうちのいずれか一項に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントに、セラミックコーティング、アクリルコーティング、及び／
又はアリルコーティングを施したことを特徴とする、デバイス。
【請求項７】
　請求項１乃至６のうちのいずれか一項に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントは、シリコーンゴムを含む、デバイス。
【請求項８】
　請求項１乃至７のうちのいずれか一項に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントは、グラファイト、窒化物、フルオロカーボン、ＭｏＳ２、Ｗ
Ｓ２、タルカム、シリコーンオイル、ポリシラザン、ポリシロキサン、ＰＴＦＥ、ｅＰＴ
ＦＥ、ゼラチン、寒天、セルロース、又は多糖類及び蛋白質の組み合わせからなる群から
選択された材料を含む表面層を有する、デバイス。
【請求項９】
　請求項１乃至８のうちのいずれか一項に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントの前記表面は親水性である、デバイス。
【請求項１０】
　請求項１乃至８のうちのいずれか一項に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントの前記表面は疎水性である、デバイス。
【請求項１１】
　請求項１に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントの少なくとも一つの表面は、潤滑剤が入ったキャビティを含む
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、デバイス。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のデバイスにおいて、
　前記キャビティは、レーザーエングレービングによって形成できる、デバイス。
【請求項１３】
　請求項１１又は１２に記載のデバイスにおいて、
　前記キャビティの上にプラズマコーティングを形成した、デバイス。
【請求項１４】
　請求項１１、１２、又は１３に記載のデバイスにおいて、
　前記キャビティは、放出された潤滑剤が、他の領域よりも高い摩擦に露呈された前記自
己潤滑エレメントの領域に供給されるようになっている、デバイス。
【請求項１５】
　請求項１１乃至１４のうちのいずれか一項に記載のデバイスにおいて、
　前記キャビティは、前記自己潤滑エレメントの二つの向き合った区分が重なったとき、
夫々のキャビティ区分が係合できないようになっている、デバイス。
【請求項１６】
　請求項１に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントは、少なくとも一つの基材層、前記基材の一方の面又は両方の
面に配置された潤滑剤用リザーバ層、及び一つ又は二つの外部有孔層を含む層状構造を有
する、デバイス。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のデバイスにおいて、
　前記基材層は、前記潤滑剤に対して実質的に不透過性である、デバイス。
【請求項１８】
　請求項１６又は１７に記載のデバイスにおいて、
　前記リザーバ層は、潤滑剤が固体形態で潤滑剤層として提供されるように形成されてい
る、デバイス。
【請求項１９】
　請求項１６又は１７に記載のデバイスにおいて、
　前記リザーバ層は、毛管作用を持つ材料で形成されている、デバイス。
【請求項２０】
　請求項１に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントは、潤滑剤をほぼ均等に拡げた材料で形成されている、デバイ
ス。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のデバイスにおいて、
　潤滑剤と材料との間に不適合性があり、そのため潤滑剤及び材料の分離が徐々に生じる
、デバイス。
【請求項２２】
　請求項２０又は２１に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントは多孔質である、デバイス。
【請求項２３】
　請求項１９乃至２２のうちのいずれか一項
　潤滑剤の前記温度－粘度特性は、１０℃乃至４３℃の温度範囲内で不連続である、デバ
イス。
【請求項２４】
　請求項１乃至２３のうちのいずれか一項に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントはチューブ状である、デバイス。
【請求項２５】
　請求項１乃至２３のうちのいずれか一項に記載のデバイスを含む内視鏡デバイスにおい
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て、
　前記自己潤滑エレメントは、外翻チューブの形態をなしている、内視鏡デバイス。
【請求項２６】
　請求項１乃至２３のうちのいずれか一項に記載のデバイスの使用であって、内視鏡検査
における外翻チューブ及び／又は内視鏡のシャフトのシースとしての使用。
【請求項２７】
　人間や動物の身体と係合するようになった、自己潤滑エレメントを含む医療技術デバイ
スの製造方法において、
　自己潤滑性でないエレメントを、このエレメントが自己潤滑性になるように変化させる
プラズマ処理工程を含む、方法。
【請求項２８】
　人間や動物の身体と係合するようになった医療技術デバイスであって、該デバイスの内
部摩擦に露呈された自己潤滑エレメントを含む医療技術デバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントの少なくとも一つの表面にプラズマ処理を施した、ことを特徴
とするデバイス。
【請求項２９】
　請求項２８に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑デバイス自体が、人間や動物の身体と係合するようになっており、前記身
体と接触する、デバイス。
【請求項３０】
　請求項２８に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントの少なくとも一つの表面を、シロキサン、フルオロカーボン、
ＰＴＦＥ、ｅＰＴＦＥ、及び／又はポリウレタンでコーティングした、デバイス。
【請求項３１】
　請求項２８に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントはシリコーンゴムを含む、デバイス。
【請求項３２】
　請求項２８に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントの表面は親水性である、デバイス。
【請求項３３】
　請求項２８に記載のデバイスにおいて、
　前記自己潤滑エレメントの表面は疎水性である、デバイス。
【請求項３４】
　人間や動物の身体と係合するようになった医療技術デバイスにおいて、
　前記デバイスの内部摩擦に露呈された、少なくとも一つの表面にプラズマ処理が施して
ある自己潤滑外翻チューブを含む、デバイス。
【請求項３５】
　請求項３４に記載のデバイスにおいて、
　前記外翻チューブ自体が人間や動物の身体と係合するようになっており、前記身体と接
触する、デバイス。
【請求項３６】
　請求項３４に記載のデバイスにおいて、
　前記外翻チューブの少なくとも一つの表面を、シロキサン、フルオロカーボン、ＰＴＦ
Ｅ、ｅＰＴＦＥ、及び／又はポリウレタンでコーティングした、デバイス。
【請求項３７】
　請求項３４に記載のデバイスにおいて、
　前記外翻チューブはシリコーンゴムを含む、デバイス。
【請求項３８】
　人間や動物の身体と係合するようになった医療技術デバイスであって、前記デバイス内
の内部摩擦に露呈された外翻チューブを含むデバイスにおいて、
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　前記外翻チューブ自体が人間や動物の身体と係合するようになっており、前記身体と接
触し、
　前記外翻チューブの少なくとも一つの表面にプラズマ処理を施し、シロキサン、フルオ
ロカーボン、ＰＴＦＥ、ｅＰＴＦＥ、及び／又はポリウレタンでコーティングした、デバ
イス。
【請求項３９】
　人間や動物の身体と係合するようになった医療技術デバイスであって、前記デバイス内
の内部摩擦に露呈された外翻チューブを含むデバイスにおいて、
　前記外翻チューブ自体が人間や動物の身体と係合するようになっており、前記身体と接
触し、
　前記外翻チューブの少なくとも一つの表面にプラズマ処理を施し、シロキサン、フルオ
ロカーボン、ＰＴＦＥ、ｅＰＴＦＥ、及び／又はポリウレタンでコーティングし、
　前記外翻チューブはシリコーン製である、デバイス。
【請求項４０】
　外翻チューブを含む内視鏡デバイスであって、前記外翻チューブはデバイス内の内部摩
擦に露呈される、デバイスにおいて、
　前記外翻チューブ自体が人間や動物の身体と係合するようになっており、前記身体と接
触し、
　前記外翻チューブの少なくとも一つの表面にプラズマ処理を施し、シロキサン、フルオ
ロカーボン、ＰＴＦＥ、ｅＰＴＦＥ、及び／又はポリウレタンでコーティングし、
　前記外翻チューブはシリコーン製である、デバイス。
【請求項４１】
　人間や動物の身体と係合するようになった、自己潤滑エレメントを含む医療技術デバイ
スを製造する方法において、
　自己潤滑性でないエレメントを自己潤滑性となるように変化させるプラズマ処理工程を
含む、方法。
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摘要(译)

要解决的问题：提供医疗技术设备。 本发明的医疗技术包括自润滑元
件，其适于接合人体或动物体并暴露于装置的内部摩擦。
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